
(57)【要約】

【課題】　冷房又は暖房と同時に換気を行ったり、換気

のみを行うことができる機能を備えると共に、室内空気

の換気中にも熱損失を最小化することのできる換気兼用

空気調和システムを提供する。また、外気の湿度が高い

場合には室内に流入する外部空気の湿気を除去できる除

湿装置を備えた換気兼用空気調和システムを提供する。

【解決手段】　空気調和器；室外空気を室内に案内し、

開閉可能な第１通風路；前記第１通風路とその一部が交

差して設けられ、室内空気を室外に案内し開閉可能な第

２通風路；室内空気を室外に案内し、開閉可能な第３通

風路；前記第１通風路と第２通風路との交差部分に設け

られ、前記交差部分を通過する室内空気と室外空気とを

相互に熱交換させる再生熱交換機；前記第１通風路、第

２通風路、及び第３通風路内にそれぞれ設けられ、空気

の流れを強制する送風ファンを含んでなる換気兼用空気

調和システムを提供する。

【選択図】　　　図２

JP 2004-212036 A 2004.7.29



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 圧 縮 器 、 室 内 を 冷 房 又 は 暖 房 す る 第 １ 熱 交 換 機 及 び 第 ２ 熱 交 換 機 、 前 記 圧 縮 器 で 圧 縮 さ
れ た 冷 媒 を 運 転 モ ー ド に し た が っ て 選 択 的 に 前 記 第 １ 又 は 第 ２ 熱 交 換 機 に 案 内 す る 流 動 制
御 装 置 、 そ し て 、 前 記 第 １ 熱 交 換 機 と 第 ２ 熱 交 換 機 と の 間 に 設 置 さ れ 、 高 温 、 高 圧 の 冷 媒
を 膨 張 さ せ る 膨 張 装 置 を 含 ん で な る 空 気 調 和 器 ；
　 室 外 空 気 を 室 内 に 案 内 し 、 開 閉 可 能 な 第 １ 通 風 路 ；
　 前 記 第 １ 通 風 路 と そ の 一 部 が 交 差 し て 設 け ら れ 、 室 内 空 気 を 室 外 に 案 内 し 開 閉 可 能 な 第
２ 通 風 路 ；
　 室 内 空 気 を 室 外 に 案 内 し 、 開 閉 可 能 な 第 ３ 通 風 路 ；
　 前 記 第 １ 通 風 路 と 第 ２ 通 風 路 と の 交 差 部 分 に 設 け ら れ 、 前 記 交 差 部 分 を 通 過 す る 室 内 空
気 と 室 外 空 気 と を 相 互 に 熱 交 換 さ せ る 再 生 熱 交 換 機 ；
　 前 記 第 １ 通 風 路 、 第 ２ 通 風 路 、 及 び 第 ３ 通 風 路 内 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 空 気 の 流 れ を 強
制 す る 送 風 フ ァ ン を 含 み 、
　 前 記 圧 縮 器 と 第 ２ 熱 交 換 機 は 前 記 第 ３ 通 風 路 内 に 設 け ら れ る 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 運 転 モ ー ド は 、
　 前 記 室 内 を 密 閉 し た 状 態 で 冷 房 す る 第 １ モ ー ド ；
　 前 記 室 内 を 換 気 し つ つ 冷 房 す る 第 ２ モ ー ド ；
　 前 記 室 内 を 密 閉 し た 状 態 で 暖 房 す る 第 ３ モ ー ド ；
　 前 記 室 内 を 換 気 し つ つ 暖 房 す る 第 ４ モ ー ド ；
　 前 記 室 内 の 換 気 機 能 の み を 行 う 第 ５ モ ー ド か ら な る 請 求 項 １ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 熱 交 換 機 は 、 室 外 空 気 が 第 １ 通 風 路 か ら 室 内 に 吐 き 出 さ れ る 側 に 設 け ら れ る 請
求 項 ２ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ 熱 交 換 機 は 、 室 内 空 気 が 室 内 か ら 第 ３ 通 風 路 に 吸 入 さ れ る 側 に 設 け ら れ る 請 求
項 ３ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 再 生 熱 交 換 機 は 、
　 室 外 か ら 流 入 し て 、 前 記 第 １ 通 風 路 に 沿 っ て 流 動 す る 空 気 が 通 過 す る 第 １ 流 路 部 ；
　 前 記 第 １ 流 路 部 に 接 し 、 室 内 か ら 流 入 し て 前 記 第 ２ 通 風 路 に 沿 っ て 流 動 す る 空 気 が 通 過
す る 第 ２ 流 路 部 を 含 ん で な る 請 求 項 ４ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ 流 路 部 は 、 前 記 第 １ 流 路 部 内 を 横 断 す る 多 数 個 の 管 路 か ら な る 請 求 項 ５ 記 載 の
換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 再 生 熱 交 換 機 は 、 前 記 第 １ 流 路 部 と 第 ２ 流 路 部 と が 交 互 に 交 差 し て 積 層 す る 構 造 で
、 多 数 個 の 層 か ら 形 成 さ れ る 請 求 項 ５ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ ， ２ 流 路 部 は 、 そ の 内 部 に そ れ ぞ れ ジ グ ザ グ 状 に 折 り 曲 げ ら れ る プ レ ー ト を 含
ん で な る 請 求 項 ７ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ ， ２ 流 路 部 は ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 請 求 項 ５ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム
。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ 通 風 路 内 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 通 風 路 内 に 流 入 す る 室 外 空 気 に 含 有 さ れ た 湿 気
を 除 去 す る 除 湿 装 置 を さ ら に 含 ん で な る 請 求 項 ５ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 再 生 熱 交 換 機 は 、 前 記 第 １ 流 路 部 と 、 第 ２ 流 路 部 と が 交 互 に 交 差 し て 積 層 す る 構 造
で 、 多 数 個 の 層 か ら 形 成 さ れ る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 除 湿 装 置 は 、 前 記 再 生 熱 交 換 機 と 前 記 第 １ 熱 交 換 機 と の 間 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ 通 風 路 の 送 風 フ ァ ン は 、 前 記 除 湿 装 置 と 前 記 第 １ 熱 交 換 機 と の 間 に 設 け ら れ る
請 求 項 １ ２ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 ３ 通 風 路 は 前 記 第 １ 通 風 路 に 並 列 に 隣 接 し て 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
５ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 再 生 熱 交 換 機 は 、 前 記 第 １ 流 路 部 と 第 ２ 流 路 部 と が 交 互 に 積 層 す る 構 造 で 、 多 数 個
の 層 か ら 形 成 さ れ る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ ， ２ 流 路 部 は 、 ジ グ ザ グ 状 に 折 り 曲 げ ら れ る プ レ ー ト を 含 ん で な る 請 求 項 １ ５
記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ ， ２ 流 路 部 は ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 請 求 項 １ ６ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ 通 風 路 内 を 流 動 す る 空 気 の 湿 気 を 吸 収 し 、 変 位 に よ っ て 前 記 第 ３ 通 風 路 内 を 流
動 す る 空 気 に 前 記 吸 収 さ れ た 湿 気 を 放 出 す る 乾 燥 剤 物 質 が 塗 布 さ れ た 除 湿 装 置 を さ ら に 含
ん で な る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 乾 燥 剤 物 質 は シ リ カ ゲ ル か ら な る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 除 湿 装 置 は 、
　 前 記 第 １ 通 風 路 と 第 ３ 通 風 路 と に 並 列 し 、 前 記 第 １ 通 風 路 と 第 ３ 通 風 路 の 隣 接 部 に 設 け
ら れ る 軸 ；
　 一 定 の 間 隔 で 前 記 軸 か ら 放 射 形 に 延 び る 多 数 個 の ブ レ ー ド ；
　 前 記 ブ レ ー ド の 先 端 を 囲 む リ ム を 含 ん で な る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 ブ レ ー ド は 、 空 気 が 通 過 可 能 な 多 数 個 の 孔 を 含 ん で な る 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 換 気 兼 用
空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 除 湿 装 置 は 、 前 記 再 生 熱 交 換 機 と 前 記 第 １ 熱 交 換 機 と の 間 の 空 間 に 設 け ら れ る 請 求
項 １ ８ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 ３ 通 風 路 内 に 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ 熱 交 換 機 か ら 除 湿 装 置 に 流 入 す る 空 気 を 再 加 熱
す る 再 熱 器 を さ ら に 含 ん で な る 請 求 項 ２ ２ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 第 １ 通 風 路 の 送 風 フ ァ ン は 、 前 記 除 湿 装 置 と 前 記 第 １ 熱 交 換 機 と の 間 に 設 け ら れ る
請 求 項 ２ ２ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 ３ 通 風 路 の 送 風 フ ァ ン は 、 前 記 除 湿 装 置 と 前 記 第 ２ 熱 交 換 機 と の 間 に 設 け ら れ る
請 求 項 ２ ３ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
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　 前 記 第 ３ 通 風 路 の 送 風 フ ァ ン は 、 前 記 除 湿 装 置 と 前 記 再 熱 器 と の 間 に 設 け ら れ る 請 求 項
２ ５ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 第 １ 通 風 路 の 送 風 フ ァ ン と 、 前 記 第 １ 熱 交 換 機 と の 間 の 第 １ 通 風 路 上 に 連 結 さ れ 、
室 外 空 気 を 直 接 に 室 内 に 案 内 し 、 開 閉 の 可 能 な 換 気 ダ ク ト を さ ら に 含 ん で な る 請 求 項 ３ 記
載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 換 気 ダ ク ト は 、
　 前 記 第 １ 通 風 路 と 連 結 さ れ る 部 位 に 、 ヒ ン ジ 固 定 さ れ 回 転 し な が ら 換 気 ダ ク ト と 第 １ 通
風 路 を 選 択 的 に 開 閉 可 能 な ダ ン パ ー を 含 ん で な る 請 求 項 ２ ７ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 第 １ ， ２ 流 路 部 は 、 ジ グ ザ グ 状 に 折 り 曲 げ ら れ る プ レ ー ト を 含 ん で な る 請 求 項 ２ ３
記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 第 １ ， ２ 流 路 部 は ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 請 求 項 ２ ９ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 乾 燥 剤 物 質 は シ リ カ ゲ ル か ら な る 請 求 項 ２ ９ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 除 湿 装 置 は 、
　 前 記 第 １ 通 風 路 と 第 ３ 通 風 路 と に 並 列 し 、 前 記 第 １ 通 風 路 と 第 ３ 通 風 路 の 隣 接 部 に 設 け
ら れ る 軸 ；
　 一 定 の 間 隔 で 前 記 軸 か ら 放 射 形 に 延 び る 多 数 個 の ブ レ ー ド 、
　 前 記 ブ レ ー ド の 先 端 を 囲 む リ ム を 含 ん で な る 請 求 項 ３ １ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 ブ レ ー ド は 、 空 気 が 通 過 可 能 な 多 数 個 の 孔 を 含 ん で な る 請 求 項 ３ ２ 記 載 の 換 気 兼 用
空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 第 １ 通 風 路 の 送 風 フ ァ ン は 、 前 記 除 湿 装 置 と 前 記 第 １ 熱 交 換 機 と の 間 に 設 け ら れ る
請 求 項 ３ ２ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 第 ３ 通 風 路 の 送 風 フ ァ ン は 、 前 記 除 湿 装 置 と 前 記 再 熱 器 と の 間 に 設 け ら れ る 請 求 項
３ ４ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 第 １ 通 風 路 の 送 風 フ ァ ン と 、 前 記 第 １ 熱 交 換 機 と の 間 の 第 １ 通 風 路 上 に 連 結 さ れ 、
室 外 空 気 を 直 接 に 室 内 に 案 内 し 、 開 閉 の 可 能 な 換 気 ダ ク ト を さ ら に 含 ん で な る 請 求 項 ３ ５
記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 換 気 ダ ク ト は 、 前 記 第 １ 通 風 路 と 連 結 さ れ る 部 位 に 、 ヒ ン ジ 固 定 さ れ 回 転 し な が ら
換 気 ダ ク ト と 第 １ 通 風 路 を 選 択 的 に 開 閉 可 能 な ダ ン パ ー を 含 ん で な る 請 求 項 ３ ６ 記 載 の 換
気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 第 １ ， ２ 流 路 は ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 請 求 項 ３ ７ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 第 １ 通 風 路 に 流 入 す る 室 外 空 気 の 湿 度 を 測 定 す る 湿 度 セ ン サ ー を さ ら に 含 ん で な る
請 求 項 ３ ８ 記 載 の 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
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　 前 記 ブ レ ー ド は 、 空 気 が 通 過 可 能 な 多 数 個 の 孔 を 含 ん で な る 請 求 項 ３ ９ 記 載 の 換 気 兼 用
空 気 調 和 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 空 気 調 和 シ ス テ ム に 関 し 、 特 に 冷 暖 房 モ ー ド だ け で な く 、 冷 暖 房 モ ー ド に 除 湿
及 び 換 気 機 能 を 兼 ね 備 え る 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 空 気 調 和 器 は 特 定 の 領 域 の 空 気 を そ の 使 用 目 的 に 合 わ せ て 、 空 気 の 温 度 、 湿 度
、 空 気 の 流 動 、 及 び 空 気 の 清 浄 度 な ど を 調 節 す る 機 能 な ど を 果 た す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 圧 縮 器 や 熱 交 換 機 を 備 え 、 冷 媒 を 流 動 さ せ 、 住 居 空 間 、 食 堂 、 図 書 館 、 又 は 事
務 室 な ど の よ う な 室 内 空 間 を 冷 房 、 又 は 暖 房 す る 冷 暖 房 シ ス テ ム の よ う な 装 置 を い う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ は 一 般 的 な 空 気 調 和 器 の 冷 暖 房 シ ス テ ム を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 下 、 図 １ に 基 づ い て 一 般 的 な 冷 暖 房 シ ス テ ム の 構 成 や 動 作 に つ い て 説 明 し 、 前 記 冷 暖
房 シ ス テ ム の 問 題 に つ い て 述 べ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま ず 、 一 般 的 な 冷 暖 房 シ ス テ ム は 圧 縮 器 １ 、 流 動 制 御 装 置 ２ 、 室 内 熱 交 換 機 ３ 、 室 外 熱
交 換 機 ４ 、 及 び 膨 張 装 置 ５ を 含 ん で な る 。 そ し て 、 前 記 室 外 熱 交 換 機 ４ の 付 近 に は 室 外 フ
ァ ン ４ ａ が 設 け ら れ 、 前 記 室 内 熱 交 換 機 ３ の 付 近 に は 室 内 フ ァ ン ３ ａ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 か か る 冷 暖 房 シ ス テ ム は 前 記 流 路 制 御 装 置 ２ に よ っ て 前 記 圧 縮 器 １ か ら 吐 き 出 さ れ た 冷
媒 を 運 転 モ ー ド に し た が っ て 選 択 的 に 前 記 室 内 熱 交 換 機 ３ 、 又 は 室 外 熱 交 換 機 ４ に 案 内 す
る 。 そ し て 、 前 記 流 動 制 御 装 置 ２ は 主 に 四 方 バ ル ブ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 次 に 、 前 記 冷 暖 房 シ ス テ ム が 冷 房 モ ー ド で 運 転 さ れ る 場 合 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 圧 縮 器 に お い て 高 温 高 圧 で 圧 縮 さ れ た 冷 媒 は 四 方 バ ル ブ か ら 前 記 室 外 熱 交 換 機 に 案
内 さ れ 、 室 外 空 気 と 熱 交 換 し て 凝 縮 さ れ 、 そ の 凝 縮 さ れ た 冷 媒 は 膨 張 装 置 に 流 入 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 膨 張 装 置 に 流 入 し た 冷 媒 は 低 温 低 圧 で 膨 張 し た 後 、 前 記 室 内 熱 交 換 機 に 案 内 さ れ 、
前 記 室 内 熱 交 換 機 で 室 内 空 気 の 熱 を 吸 収 し な が ら 蒸 発 し た 後 、 再 び 圧 縮 器 に 流 れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 際 、 前 記 室 内 空 気 は 室 内 フ ァ ン が 回 転 す る こ と で 、 室 内 熱 交 換 機 を 通 過 し な が ら 冷
却 さ れ た 後 、 再 び 室 内 空 間 に 吐 き 出 さ れ 、 前 記 室 内 空 間 を 一 定 の 温 度 で 冷 房 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 方 、 前 記 冷 暖 房 シ ス テ ム に お い て 、 暖 房 モ ー ド の 動 作 は 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 圧 縮 器 で 高 温 高 圧 で 圧 縮 さ れ た 冷 媒 は 四 方 バ ル ブ を 経 て 前 記 室 内 熱 交 換 機 に 流 入 し
て 、 室 内 空 気 に 熱 を 放 出 し な が ら 凝 縮 さ れ 、 そ の 凝 縮 さ れ た 冷 媒 は 膨 張 装 置 に 流 入 す る 。
こ の 際 、 前 記 室 内 空 気 は 室 内 フ ァ ン に よ っ て 室 内 熱 交 換 機 を 通 過 し な が ら 加 熱 さ れ た 後 、
再 び 室 内 空 間 に 吐 き 出 さ れ 、 前 記 室 内 空 間 を 一 定 の 温 度 で 暖 房 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 前 記 膨 張 装 置 に 流 入 し た 冷 媒 は 低 温 低 圧 で 膨 張 し 、 そ の 膨 張 し た 冷 媒 は 前 記 室
外 熱 交 換 機 で 室 外 空 気 と 熱 交 換 に よ っ て 熱 を 吸 収 し た 後 、 再 び 圧 縮 器 に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 過 程 が サ イ ク ル を な し て 継 続 的 に 行 な わ れ る こ と で 、 室 内 空 間 を ユ ー ザ ー が 選 択 し
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た 温 度 で 一 定 に 冷 房 又 は 暖 房 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の よ う な 一 般 的 な 冷 暖 房 シ ス テ ム に は 次 の よ う な 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま ず 、 前 記 一 般 的 な 冷 暖 房 シ ス テ ム に よ る 冷 暖 房 運 転 は 、 外 部 と 遮 断 さ れ た 状 態 で 室 内
空 気 を 反 復 循 環 さ せ な が ら 行 な わ れ る の で 、 一 定 時 間 だ け 稼 動 し た 後 に は 室 内 空 気 が 乾 燥
し て 濁 り 、 ユ ー ザ ー は 窓 を 開 け て 室 内 空 間 を 換 気 し な け れ ば な ら な い と い う 問 題 が 生 じ る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 室 内 換 気 の た め に 室 外 空 気 を 流 入 さ せ 、 室 内 空 気 を 放 出 す る 過 程 で 熱 損 失 が 大
き く 発 生 し 、 換 気 後 に 再 冷 房 又 は 再 暖 房 す る た め に は 消 費 電 力 が 大 き く 増 加 す る と い う 問
題 も あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 の 問 題 点 に 対 応 し て 、 冷 暖 房 運 転 と 同 時 に 室 内 換 気 が 行 え 、 換 気 時 に も 熱 損 失 を 減
ら す こ と の で き る 冷 暖 房 シ ス テ ム の 開 発 が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 冷 房 又 は 暖 房 と 同 時 に 換 気 を 行 っ た り 、 換 気 の み を 行 う こ と
が で き る 機 能 を 備 え た 空 気 調 和 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 他 の 目 的 と し て 、 室 内 空 気 の 換 気 中 に も 熱 損 失 を 最 小 化 す る こ と の で き る 換 気 兼 用 空 気
調 和 シ ス テ ム を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 他 の 目 的 と し て 、 外 気 の 湿 度 が 高 い 場 合 に は 室 内 に 流 入 す る 外 部 空 気 の 湿 気 を 除 去
で き る 除 湿 装 置 を 備 え た 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 空 気 調 和 器 ； 室 外 空 気 を 室 内 に 案 内 し 、 開 閉 可
能 な 第 １ 通 風 路 ； 前 記 第 １ 通 風 路 と そ の 一 部 が 交 差 し て 設 け ら れ 、 室 内 空 気 を 室 外 に 案 内
し 、 開 閉 可 能 な 第 ２ 通 風 路 ； 室 内 空 気 を 室 外 に 案 内 し 、 開 閉 可 能 な 第 ３ 通 風 路 ； 前 記 第 １
通 風 路 と 第 ２ 通 風 路 と の 交 差 部 分 に 設 け ら れ 、 前 記 交 差 部 分 を 通 過 す る 室 内 空 気 と 室 外 空
気 と を 相 互 に 熱 交 換 さ せ る 再 生 熱 交 換 機 ； 前 記 第 １ 通 風 路 、 第 ２ 通 風 路 、 及 び 第 ３ 通 風 路
内 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 空 気 の 流 れ を 強 制 す る 送 風 フ ァ ン を 含 ん で な る 換 気 兼 用 空 気 調 和
シ ス テ ム を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 前 記 空 気 調 和 器 は 、 圧 縮 器 、 室 内 を 冷 房 又 は 暖 房 す る 第 １ 熱 交 換 機 及 び 第 ２ 熱
交 換 機 、 前 記 圧 縮 器 で 圧 縮 さ れ た 冷 媒 を 運 転 モ ー ド に し た が っ て 選 択 的 に 前 記 第 １ 又 は 第
２ 熱 交 換 機 に 案 内 す る 流 動 制 御 装 置 、 そ し て 、 前 記 第 １ 熱 交 換 機 と 第 ２ 熱 交 換 機 と の 間 に
設 置 さ れ 、 高 温 、 高 圧 の 冷 媒 を 膨 張 さ せ る 膨 張 装 置 を 含 ん で な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 圧 縮 器 と 第 ２ 熱 交 換 機 は 前 記 第 ３ 通 風 路 内 に 設 け ら れ 、 特 に 前 記 第 ２ 熱 交 換 機 は 室
内 空 気 が 第 ３ 通 風 路 に 吸 入 さ れ る 側 に 設 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 前 記 第 １ 熱 交 換 機 は 室 外 空 気 が 第 １ 通 風 路 か ら 室 内 に 吐 き 出 さ れ る 側 に 設 け ら
れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 、 前 記 空 気 調 和 シ ス テ ム の 運 転 モ ー ド は 、 前 記 室 内 を 密 閉 し た 状 態 で 冷 房 す る 第 １
モ ー ド ； 前 記 室 内 を 換 気 し つ つ 冷 房 す る 第 ２ モ ー ド ； 前 記 室 内 を 密 閉 し た 状 態 で 暖 房 す る
第 ３ モ ー ド ； 前 記 室 内 を 換 気 し つ つ 暖 房 す る 第 ４ モ ー ド ； 前 記 室 内 の 換 気 機 能 の み を 行 う
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第 ５ モ ー ド を 含 ん で な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 換 気 中 に 熱 損 失 を 最 小 化 す る た め に 設 け ら れ る 前 記 再 生 熱 交 換 機 は 、 室 外 か ら
流 入 し て 、 前 記 第 １ 通 風 路 に 沿 っ て 流 動 す る 空 気 が 通 過 す る 第 １ 流 路 部 ； 前 記 第 １ 流 路 部
に 接 し 、 室 内 か ら 流 入 し て 前 記 第 ２ 通 風 路 に 沿 っ て 流 動 す る 空 気 が 通 過 す る 第 ２ 流 路 部 を
含 ん で な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 再 生 熱 交 換 機 の 第 １ 流 路 部 を 通 過 す る 室 外 空 気 は 、 前 記 第 ２ 流 路 部 を 通 過 す る 室 内
空 気 と 互 い に 熱 交 換 を 行 い 、 熱 損 失 を 最 小 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 熱 交 換 効 率 を 高 め る た め に 、 前 記 第 １ 流 路 部 と 第 ２ 流 路 部 と は 交 互 に 交 差 し て 積 層
す る 構 造 と し て 、 多 数 個 の 層 か ら な り 、 ア ル ミ ニ ウ ム の よ う に 熱 伝 導 率 に 優 れ た 材 質 か ら
な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 前 記 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム は 、 前 記 第 １ 通 風 路 内 を 流 動 す る 空 気 の 湿 気 を 吸
収 し 、 変 位 に よ っ て 前 記 第 ３ 通 風 路 内 を 流 動 す る 空 気 に 前 記 吸 収 さ れ た 湿 気 を 放 出 す る 乾
燥 剤 物 質 が 塗 布 さ れ た 除 湿 装 置 を さ ら に 含 ん で な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 際 、 前 記 第 ３ 通 風 路 は 前 記 第 １ 通 風 路 に 並 列 に 隣 接 し て 設 け ら れ 、 前 記 乾 燥 剤 物 質
は 吸 湿 性 に 優 れ た シ リ カ ゲ ル の よ う な 材 料 か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 前 記 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム は 、 前 記 第 ３ 通 風 路 内 に 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ 熱
交 換 機 か ら 除 湿 装 置 に 流 入 す る 空 気 を 再 加 熱 す る 再 熱 器 を さ ら に 含 ん で な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム に よ っ て 、 冷 暖 房 運 転 中 に も 室 内 換
気 が 可 能 で あ り 、 換 気 時 に 熱 損 失 を 最 小 化 す る こ と が で き 、 外 気 の 湿 度 が 高 い 場 合 に は 湿
気 が 除 去 さ れ た 空 気 を 流 入 さ せ て 室 内 を 換 気 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 で 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 次 の よ う な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 一 に 、 室 内 空 間 を 換 気 と 共 に 冷 暖 房 し う る の で 、 長 時 間 運 転 時 に も 室 内 空 気 が 濁 る こ
と な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 二 に 、 第 １ 通 風 路 を 介 し て 室 内 に 流 入 す る 室 外 空 気 と 、 室 外 に 流 出 す る 室 内 空 気 と が
再 生 熱 交 換 機 で 熱 交 換 を 行 な う の で 、 熱 損 失 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 高 温 多 湿 な 天 気 に は 除 湿 装 置 に よ っ て 室 内 に 流 入 す る 空 気 の 湿 気 を 除 去 し て 、 乾 燥 し た
快 適 な 空 気 を 室 内 に 供 給 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 四 に 、 換 気 専 用 モ ー ド で 運 転 が 可 能 で あ り 、 こ の 場 合 に も 熱 損 失 を 一 定 の 部 分 防 止 で
き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 五 に 、 圧 縮 器 が 第 ３ 通 風 路 内 に 設 置 さ れ る の で 、 空 気 の 流 れ に よ っ て 圧 縮 器 が 過 熱 す
る こ と を 防 止 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 に 関 す る 理 解 を 助 け る た め に 、 空 気 調 和 器 の 機 能 を 説 明 す る 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2004-212036 A 2004.7.29



【 ０ ０ ４ ３ 】
　 空 気 調 和 器 は 、 特 定 の 領 域 の 空 気 を 使 用 目 的 に 合 う よ う に 空 気 の 温 度 、 湿 度 、 空 気 の 流
動 、 及 び 空 気 清 浄 度 な ど を 調 節 す る 機 能 な ど を 果 た す 。 例 え ば 、 住 居 空 間 や 事 務 所 、 食 堂
な ど の よ う な 室 内 空 間 を 冷 房 又 は 暖 房 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 空 気 調 和 器 に 換 気 機 能 を 追 加 し た 空 気 調 和 シ ス テ ム で あ り 、 以 下 、 本 発
明 の 構 成 を 図 ２ に 基 づ い て 説 明 し 、 他 の 実 施 形 態 の 構 成 と 運 転 モ ー ド に よ る 動 作 過 程 を 図
３ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 構 成 は 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 は 冷 暖 房 機 能 を 行 う 空 気 調 和 器 １ ０ 、 室 外 空 気 を 室 内 に 案 内 し 、 開 閉 可 能 な 第 １
通 風 路 ２ ０ 、 前 記 第 １ 通 風 路 と そ の 一 部 が 交 差 し て 設 け ら れ 、 室 内 空 気 を 室 外 に 案 内 し 、
開 閉 の 可 能 な 第 ２ 通 風 路 ３ ０ ； 室 内 空 気 を 室 外 に 案 内 し 、 開 閉 の 可 能 な 第 ３ 通 風 路 ４ ０ ；
前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ と 第 ２ 通 風 路 ３ ０ と の 交 差 部 分 に 設 け ら れ 、 前 記 交 差 部 分 を 通 過 す る
室 内 空 気 と 室 外 空 気 と を 相 互 に 熱 交 換 さ せ る 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ ； そ し て 、 前 記 第 １ 通 風 路
２ ０ 、 第 ２ 通 風 路 ３ ０ 、 及 び 第 ３ 通 風 路 ４ ０ 内 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 空 気 の 流 れ を 強 制 す
る 送 風 フ ァ ン ２ １ ， ３ １ ， ４ １ を 含 ん で な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ こ で 、 前 記 空 気 調 和 器 １ ０ は 、 圧 縮 器 １ １ 、 室 内 を 冷 房 又 は 暖 房 す る 第 １ 熱 交 換 機 １
３ 、 第 ２ 熱 交 換 機 １ ４ 、 前 記 圧 縮 器 で 圧 縮 さ れ た 冷 媒 を 運 転 モ ー ド に し た が っ て 選 択 的 に
前 記 第 １ 又 は 第 ２ 熱 交 換 機 に 案 内 す る 流 動 制 御 装 置 １ ２ 、 そ し て 、 前 記 第 １ 熱 交 換 機 と 第
２ 熱 交 換 機 と の 間 に 設 け ら れ 、 高 温 、 高 圧 の 冷 媒 を 膨 張 さ せ る 膨 張 装 置 １ ５ を 含 ん で な る
。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 前 記 圧 縮 器 １ １ と 第 ２ 熱 交 換 機 １ ４ は 前 記 第 ３ 通 風 路 ４ ０ 内 に 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 熱 交
換 機 １ ３ は 前 記 第 １ 通 風 路 内 ２ ０ に 設 け ら れ る 。 さ ら に 詳 し く は 、 前 記 第 １ 熱 交 換 機 １ ３
は 室 外 空 気 が 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ か ら 室 内 に 吐 き 出 さ れ る 側 に 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ 熱 交 換
機 １ ４ は 室 内 空 気 が 第 ３ 通 風 路 ４ ０ に 吸 入 さ れ る 側 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 前 記 圧 縮 器 １ １ が 上 述 し た よ う に 設 け ら れ る と 、 前 記 第 ３ 通 風 路 ４ ０ に 沿 っ て 流 動 す る
空 気 が 前 記 圧 縮 器 １ １ を 冷 却 し 、 あ る 程 度 加 熱 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 一 方 、 前 記 第 １ 通 風 路 内 の 送 風 フ ァ ン ２ １ を 第 １ 送 風 フ ァ ン 、 前 記 第 ２ 通 風 路 内 の 送 風
フ ァ ン ３ １ を 第 ２ 送 風 フ ァ ン 、 前 記 第 ３ 通 風 路 内 の 送 風 フ ァ ン を 第 ３ 送 風 フ ァ ン ４ １ と そ
れ ぞ れ 称 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 前 記 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム の 運 転 モ ー ド は 、 前 記 室 内 を 密 閉 し た 状 態 で 冷 房 す る 第
１ モ ー ド 、 前 記 室 内 を 換 気 し つ つ 冷 房 す る 第 ２ モ ー ド 、 前 記 室 内 を 密 閉 し た 状 態 で 暖 房 す
る 第 ３ モ ー ド 、 前 記 室 内 を 換 気 し つ つ 暖 房 す る 第 ４ モ ー ド 、 そ し て 、 換 気 機 能 の み を 行 う
第 ５ モ ー ド を 含 ん で な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ し て 、 換 気 中 に 熱 損 失 を 減 ら す た め に 設 け ら れ る 前 記 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ は 、 室 外 か ら
流 入 し て 、 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ に 沿 っ て 流 動 す る 空 気 が 通 過 す る 第 １ 流 路 部 ５ １ 、 そ し て
、 前 記 第 １ 流 路 部 ５ １ に 接 し て 設 置 さ れ 、 室 内 か ら 流 入 し て 前 記 第 ２ 通 風 路 ３ ０ に 沿 っ て
流 動 す る 空 気 が 通 過 す る 第 ２ 流 路 部 ５ ２ を 含 ん で な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 前 記 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ の 第 １ 流 路 部 ５ １ を 通 過 す る 室 外 空 気 は 、 前 記 第 ２ 流 路 部 ５ ２ を
通 過 す る 室 内 空 気 と 互 い に 熱 交 換 を 行 い 、 こ れ に よ っ て 熱 損 失 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 前 記 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ の 熱 交 換 効 率 を 高 め る た め に 、 前 記 再 生 熱 交 換 機 は 前 記 第 １ 流 路
部 ５ １ と 第 ２ 流 路 部 ５ ２ と が 交 互 に 交 差 し て 積 層 す る 構 造 と し て 、 多 数 個 の 層 か ら な る こ
と が 好 ま し い 。 か か る 構 造 は 熱 交 換 面 積 を 増 加 さ せ 、 効 率 を 上 昇 さ せ る 。 ま た 、 前 記 流 路
部 ５ １ ， ５ ２ に は ア ル ミ ニ ウ ム の よ う に 熱 伝 導 率 に 優 れ た 材 料 を 選 ぶ こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 そ し て 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 前 記 第 ２ 流 路 部 ５ ２ ０ は 、 前 記 第 １ 流 路 部 ５ １ ０ を
横 断 す る 多 数 個 の 管 路 か ら な る こ と も あ る 。 即 ち 、 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ 、 及 び 第 ２ 通 風 路
３ ０ 内 を 流 動 す る 空 気 の 熱 交 換 面 積 を 最 大 化 さ せ う る 構 造 で あ れ ば 何 れ の も の で も 採 用 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ し て 、 前 記 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム は 、 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ 内 を 流 動 す る 空 気 に 含
有 さ れ た 湿 気 を 吸 収 し 、 位 置 を 変 え て 前 記 第 ３ 通 風 路 内 ４ ０ を 流 動 す る 空 気 に 前 記 吸 収 さ
れ た 湿 気 を 放 出 す る 乾 燥 剤 物 質 が 塗 布 さ れ た 除 湿 装 置 ６ ０ を さ ら に 含 ん で な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 際 、 前 記 第 ３ 通 風 路 ４ ０ は 、 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ に 並 列 に 隣 接 し て 設 け ら れ る こ と
が 好 ま し く 、 前 記 乾 燥 剤 物 質 と し て は 吸 湿 性 に 優 れ た シ リ カ ゲ ル な ど を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ れ と 異 な り 、 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ 内 に の み 設 置 さ れ 、 前 記 第 １ 通 風 路 を 通 過 す る 室 外
空 気 に 含 有 さ れ た 湿 気 を 除 去 す る 除 湿 装 置 と し て も 構 成 さ れ う る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 前 記 除 湿 装 置 は 、 前 記 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ と 第 １ 熱 交 換 機 １ ３ と の 間 に 設 け ら れ る こ と が
好 ま し い 。 上 記 位 置 に 設 置 す る 理 由 は 、 夏 の よ う に 湿 度 の 高 い 季 節 に 高 温 多 湿 な 空 気 が 再
生 熱 交 換 機 ５ ０ を 通 過 し な が ら 温 度 が 低 下 し 、 相 対 湿 度 が 上 が る と 、 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ で
の 除 湿 効 率 が 上 昇 す る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ は 、 湿 度 が 高 い 場 合 に の み 稼 動 し 、 そ の 他 の 場 合 に は 稼 動 を 停
止 す る こ と が で き 、 着 脱 可 能 な 構 造 か ら な る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 一 方 、 前 記 第 １ 送 風 フ ァ ン ２ １ と 第 ２ 送 風 フ ァ ン ３ １ は 前 記 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ の 吸 入 側
や 吐 き 出 し 側 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ う る 。 そ し て 、 前 記 第 ３ 送 風 フ ァ ン ４ １ は 前 記 除 湿 装 置
６ ０ の 吸 入 側 や 吐 き 出 し 側 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ う る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 上 記 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 各 通 風 路 の 開 閉 は 電 子 開 閉 器 ２ ２ ， ３ ２
， ４ ２ に よ り な さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 前 記 第 １ 通 風 路 内 の 電 子 開 閉 器 ２ ２ は 前 記 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ を 基 準 に 室 内 側 に 設 け ら れ
、 好 ま し く は 前 記 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ と 第 １ 熱 交 換 機 １ ３ と の 間 に 備 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 前 記 第 ２ 通 風 路 内 の 電 子 開 閉 器 ３ ２ は 前 記 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ を 基 準 に 室 内 側 に 設 け ら れ
、 前 記 第 ３ 通 風 路 内 の 電 子 開 閉 器 ４ ２ は 前 記 第 ２ 熱 交 換 機 １ ４ を 基 準 に 室 内 側 に 設 け ら れ
る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 前 記 空 気 調 和 シ ス テ ム は 前 記 第 １ 送 風 フ ァ ン ２ １ と 前 記 第 １ 熱 交 換 機 １ ３ と の 間 の 第 １
通 風 路 上 に 連 結 さ れ 、 室 外 空 気 を 直 接 、 室 内 に 案 内 す る 開 閉 の 可 能 な 換 気 ダ ク ト ２ ３ を さ
ら に 含 ん で な り う る 。 そ し て 、 前 記 換 気 ダ ク ト と 第 １ 通 風 路 と の 連 結 部 に は ヒ ン ジ ２ ４ に
よ り 回 転 し な が ら 前 記 換 気 ダ ク ト ２ ３ と 第 １ 通 風 路 ２ ０ を 前 記 運 転 モ ー ド に し た が っ て 選
択 的 に 開 閉 で き る ダ ン パ ー ２ ５ を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 に よ る 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム の 他 の 一 実 施 形 態 を 図 ３ 、 図 ４ 、 及 び 図
５ に 基 づ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 本 発 明 は 空 気 調 和 器 １ ０ 、 第 １ 通 風 路 ２ ０ 、 第 ２ 通 風 路 ３ ０ 、 第 ３
通 風 路 ４ ０ 、 そ れ ぞ れ の 通 風 路 内 に 設 け ら れ る 送 風 フ ァ ン 、 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ 、 除 湿 装 置
６ ０ ０ 、 そ し て 、 換 気 ダ ク ト ２ ３ ０ を 含 ん で 構 成 さ れ る こ と は 上 述 し た と お り で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 下 で は 、 上 記 の 基 本 的 な 構 成 に 関 す る 説 明 を 省 略 し 、 上 記 と 異 な る 特 徴 的 な 構 成 や 付
加 的 な 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま ず 、 前 記 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ の 第 １ 流 路 部 ５ １ 、 及 び 第 ２ 流 路 部 ５ ２ は 、 ジ グ ザ グ 状 に
折 り 曲 げ ら れ る 形 状 の プ レ ー ト ５ １ ａ ， ５ ２ ａ を そ れ ぞ れ 内 部 に 含 ん で な り 、 前 記 プ レ ー
ト を 含 む 流 路 部 に は 、 上 述 し た よ う に 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム や 銅 Ｃ ｕ の よ う に 熱 伝 導 率 に
優 れ た 材 料 を 選 択 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 さ ら に 詳 細 に 説 明 す る と 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ 流 路 部 ５ １ 、 及 び 第 ２ 流 路 部
５ ２ は 交 互 に 交 差 し て 積 層 す る 構 造 と し て 、 長 方 形 の 流 路 部 内 に ジ グ ザ グ 状 に 折 り 曲 げ ら
れ る 形 状 の プ レ ー ト ５ １ ａ ， ５ ２ ａ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 か か る 構 造 は 、 前 記 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ を 通 過 す る 室 内 空 気 と 室 外 空 気 と の 間 の 熱 交 換 面
積 を 大 き く し て 熱 交 換 効 率 を 高 め る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 次 に 、 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０ は 、 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ と 第 ３ 通 風 路 ４ ０ と に 並 列 し つ つ 前
記 第 １ 通 風 路 と 第 ３ 通 風 路 と の 隣 接 部 に 設 け ら れ る 軸 ６ １ ０ 、 一 定 の 間 隔 で 前 記 軸 か ら 放
射 形 に 延 び 、 乾 燥 剤 物 質 が 塗 布 さ れ た 多 数 個 の ブ レ ー ド ６ ２ ０ 、 そ し て 、 前 記 ブ レ ー ド の
先 端 を 円 形 に 囲 む リ ム ６ ３ ０ を 含 ん で な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 そ し て 、 前 記 除 湿 装 置 は 室 外 空 気 の 湿 度 が 高 い 時 に 稼 動 し 、 前 記 外 部 湿 度 の 測 定 は 湿 度
セ ン サ ー ８ ０ ０ に よ り 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０ を 図 ３ 及 び 図 ５ に 基 づ い て さ ら に 詳 細 に 説 明 す る と 、 前 記 除 湿 装 置
は 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ か ら 吸 入 さ れ る 空 気 に 含 ま れ た 湿 気 を 吸 収 し た 後 、 軸 ６ １ ０ を 中 心
に 回 転 し て 前 記 第 ３ 通 風 路 ４ ０ に 位 置 す る と き に 、 前 記 捕 集 し た 湿 気 を 吐 き 出 し 空 気 中 に
放 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 前 記 乾 燥 剤 物 質 は 、 一 定 の 温 度 以 下 で は 気 体 中 に 含 ま れ た 湿 気 を 吸 収 し 、 一 定 の 温 度 以
上 で は 前 記 吸 収 さ れ た 湿 気 を 外 部 に 放 出 す る 性 質 を 有 す る 物 質 で あ る 。 前 記 乾 燥 剤 物 質 は
前 記 機 能 を 行 え る シ リ カ ゲ ル 、 又 は チ タ ニ ウ ム シ リ ケ ー ト な ど の 物 質 か ら な る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０ は 、 ほ ぼ 半 分 が 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ に 露 出 さ れ
、 残 り 半 分 が 前 記 第 ３ 通 風 路 ４ ０ に 露 出 さ れ る よ う に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 前 記 軸 ６ １ ０ は 、 前 記 隣 接 部 の 開 口 部 に そ の 両 先 端 が 回 転 可 能 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 前 記 ブ レ ー ド ６ ２ ０ は 、 前 記 軸 ６ １ ０ か ら 放 射 形 に 延 び 、 そ れ ぞ れ の ブ レ ー ド ６ ２ ０ の
間 に 空 気 通 路 が 形 成 さ れ る 。 前 記 リ ム ６ ３ ０ は 、 前 記 ブ レ ー ド ６ ２ ０ の 外 側 先 端 を 円 形 に
囲 む よ う に 提 供 さ れ る 。 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０ は 、 前 記 軸 ６ １ ０ と 連 結 さ れ た モ ー タ ー の よ
う な 動 力 伝 達 装 置 に よ っ て 回 転 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０ の 回 転 に よ っ て 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ と 第 ３ 通 風 路 ４ ０ 内 を 流 れ る 空
気 の 流 動 が 妨 げ ら れ る こ と を 減 ら す た め に 、 前 記 ブ レ ー ド ６ １ ０ に は 多 数 個 の 孔 ６ ４ ０ が
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形 成 さ れ る 。 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ と 第 ３ 通 風 路 ４ ０ を 経 た 空 気 が 最 も 多 く 接 触 す る 部 分 は
前 記 ブ レ ー ド ６ ２ ０ で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０ が 回 転 す る と き 、 前 記 ブ レ ー ド ６ ２ ０ は 空 気 の 流 動 を 妨 害 す る が 、
上 記 の よ う に ブ レ ー ド に 多 数 の 通 気 孔 ６ ４ ０ を 形 成 す る と 、 前 記 空 気 の 流 動 の 妨 害 が 相 対
的 に 少 な く な る 。 ま た 、 前 記 リ ム ６ ３ ０ に も 通 気 孔 を 形 成 す る こ と で 、 湿 気 が 含 有 さ れ た
空 気 と よ り 効 率 よ く 接 触 す る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 流 動 す る 空 気 が よ り 効 率 的 に ブ レ ー ド ６ ２ ０ に 接 触 す る よ う に す る た め に は 、 前 記 第 １
通 風 路 ２ ０ と 第 ３ 通 風 路 ４ ０ と が 結 合 し た 断 面 は 、 前 記 リ ム ６ ３ ０ の 外 周 面 の 形 状 の よ う
に 円 形 か ら な る こ と が 好 ま し い 。 し た が っ て 、 殆 ど の 空 気 は 前 記 リ ム ６ ３ ０ の 内 側 を 流 動
し な が ら ブ レ ー ド ６ ２ ０ に 塗 布 さ れ た 乾 燥 剤 物 質 と 接 触 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 そ し て 、 適 当 な 除 湿 を 保 証 す る た め に 、 前 記 ブ レ ー ド ６ ２ ０ は 、 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ と
第 ３ 通 風 路 ４ ０ を 流 れ る 空 気 の 流 動 方 向 に 一 定 の 幅 ６ ５ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 前 記 一 定 の 幅 ６ ５ ０ は 、 空 気 調 和 シ ス テ ム が 設 け ら れ る 場 所 の 室 外 環 境 、 及 び 湿 度 な ど
を 考 慮 し て 決 定 さ れ る 。 例 え ば 、 高 湿 地 域 に 設 け ら れ る 場 合 に は 、 よ り 高 い 除 湿 効 果 を 得
る た め に 、 前 記 ブ レ ー ド ６ ２ ０ の 幅 ６ ５ ０ を 長 く 形 成 し て 、 流 動 す る 空 気 と の 接 触 面 積 を
増 加 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 以 下 、 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０ の 除 湿 過 程 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 前 記 除 湿 装 置 の う ち 第 １ 通 風 路 ２ ０ に 露 出 さ れ る 部 分 で 室 外 空 気 に 含 ま れ た 湿 気 を 吸 収
す る 。 前 記 湿 気 を 吸 収 し た 部 分 は 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０ の 回 転 に よ っ て 第 ３ 通 風 路 ４ ０ に 移
動 し 、 前 記 吸 収 さ れ た 湿 気 は 前 記 第 ３ 通 風 路 ４ ０ に 沿 っ て 流 れ る 室 内 空 気 中 に 放 出 さ れ る
。 そ の 後 、 前 記 湿 気 は 室 内 空 気 と 共 に 室 外 に 吐 き 出 さ れ る 。 か か る 過 程 に よ っ て 、 前 記 室
内 空 間 に 流 入 す る 空 気 の 湿 気 を 一 定 量 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 一 方 、 前 記 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム は 、 前 記 第 ３ 通 風 路 ４ ０ 内 に 設 け ら れ 、 前 記 第 ２
熱 交 換 機 １ ４ か ら 除 湿 装 置 ６ ０ ０ に 流 入 す る 空 気 を 再 加 熱 す る 再 熱 器 ７ ０ ０ を さ ら に 含 ん
で な る 。 前 記 再 熱 器 ７ ０ ０ は 、 前 記 第 ３ 通 風 路 ４ ０ を 介 し て 室 外 に 流 出 す る 室 内 空 気 の 相
対 湿 度 を 低 め て 、 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０ に 吸 収 さ れ た 湿 気 の 放 出 を 円 滑 に す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 勿 論 、 前 記 再 熱 器 ７ ０ ０ の 機 能 は 、 前 記 第 ３ 通 風 路 ４ ０ 内 に 設 け ら れ た 前 記 第 ２ 熱 交 換
機 １ ４ と 圧 縮 器 １ １ か ら 放 出 さ れ る 熱 に よ っ て も 行 な わ れ う る が 、 前 記 空 気 調 和 シ ス テ ム
が 前 記 第 ４ モ ー ド で 運 転 さ れ る 場 合 に は 前 記 再 熱 器 ７ ０ ０ が そ の よ う な 機 能 を 果 た す 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 前 記 第 １ 送 風 フ ァ ン ２ １ は 、 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０ と 前 記 第 １ 熱 交 換 機 １ ３ と の 間 に 設 け
ら れ る こ と が 好 ま し い 。 前 記 除 湿 装 置 を 通 過 し た 室 外 空 気 は 相 対 湿 度 が 低 い の で 前 記 送 風
フ ァ ン ２ １ が 腐 食 す る 可 能 性 が 減 る か ら で あ る 。 そ の よ う な 理 由 か ら 前 記 第 ３ 送 風 フ ァ ン
４ １ は 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０ と 再 熱 器 ７ ０ ０ と の 間 に 設 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 次 に 、 各 運 転 モ ー ド に よ る 前 記 換 気 兼 用 空 気 調 和 シ ス テ ム の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 第 一 に 、 前 記 第 １ モ ー ド で 運 転 さ れ る 過 程 は 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ま ず 、 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ 、 第 ２ 通 風 路 ３ ０ 、 第 ３ 通 風 路 ４ ０ 、 及 び 換 気 ダ ク ト ２ ３ ０
は 全 て 遮 断 さ れ た 後 、 前 記 空 気 調 和 器 １ ０ が 駆 動 さ れ る 。 室 内 を 冷 房 す る 過 程 は 一 般 的 な
空 気 調 和 器 の 場 合 と 同 様 で あ る の で 以 下 に 簡 略 に 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ９ ２ 】
　 前 記 圧 縮 器 で 高 温 高 圧 で 圧 縮 さ れ た 冷 媒 は 前 記 流 路 制 御 装 置 １ ２ に よ っ て 第 ２ 熱 交 換 機
１ ４ に 案 内 さ れ 、 室 外 空 気 へ の 放 熱 過 程 を 経 た 後 、 前 記 膨 張 装 置 １ ５ に お い て 低 温 低 圧 で
膨 張 す る 。 前 記 低 温 低 圧 の 冷 媒 は 第 １ 熱 交 換 機 １ ３ で 室 内 を 循 環 す る 空 気 の 熱 を 吸 収 し た
後 、 再 び 前 記 圧 縮 器 に 吸 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 第 二 に 、 前 記 第 ２ モ ー ド で 運 転 さ れ る 過 程 は 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ま ず 、 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ 、 第 ２ 通 風 路 ３ ０ 、 第 ３ 通 風 路 ４ ０ の 開 閉 器 ２ ２ ， ３ ２ ， ４
２ が 全 て 開 か れ 、 前 記 換 気 ダ ク ト ２ ３ ０ が 遮 断 さ れ た 後 、 前 記 各 通 風 路 に 備 え ら れ た 送 風
フ ァ ン ２ １ ， ３ １ ， ４ １ が 稼 働 さ れ 、 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ に は 室 外 か ら 流 入 し た 空 気 が 流
れ 、 前 記 第 ２ 通 風 路 ３ ０ と 第 ３ 通 風 路 ４ ０ に は 室 内 か ら 流 入 し た 空 気 が 流 れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 一 方 、 前 記 空 気 調 和 器 １ ０ の 運 転 は 第 １ モ ー ド の 場 合 と 同 様 に 行 な わ れ る 。 但 し 、 前 記
第 １ 熱 交 換 機 １ ３ は 第 １ 通 風 路 ２ ０ に 流 入 し て 、 室 内 に 吐 き 出 さ れ る 室 外 空 気 と 熱 交 換 を
行 い 、 前 記 第 ２ 熱 交 換 機 １ ４ は 第 ３ 通 風 路 ４ ０ に 流 入 す る 室 内 空 気 と 熱 交 換 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 室 外 か ら 流 入 し て 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ を 流 れ る 室 外 空 気 は 、 前 記 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ で 前
記 第 ２ 通 風 路 ３ ０ に 沿 っ て 流 動 す る 室 内 空 気 と 熱 交 換 を 行 い 、 温 度 が 低 下 す る 。 前 記 再 生
熱 交 換 機 ５ ０ か ら 吐 き 出 さ れ た 室 外 空 気 は 、 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０ を 通 過 し な が ら 除 湿 さ れ
た 後 、 前 記 第 １ 熱 交 換 機 １ ３ と 熱 交 換 過 程 を 経 て 冷 却 さ れ 、 室 内 に 吐 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 そ し て 、 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０ が 吸 収 し た 湿 気 は 、 前 記 除 湿 装 置 の 回 転 に よ っ て 、 前 記 第
３ 通 風 路 ４ ０ を 介 し て 室 外 に 流 出 す る 室 内 空 気 に 放 出 さ れ る 。 前 記 除 湿 装 置 の 除 湿 過 程 は
上 述 し た と お り で あ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 一 方 、 室 外 空 気 が 乾 燥 し て い る 場 合 に は 、 除 湿 作 用 を 行 わ な い よ う 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０
を 停 止 さ せ 、 前 記 第 ３ 通 風 路 の 電 子 開 閉 器 ４ ２ を 閉 め て 、 室 内 空 気 が 前 記 第 ２ 通 風 路 ３ ０
を 通 じ て の み 流 出 す る よ う に す る 。 こ の 際 、 前 記 第 ２ 熱 交 換 機 １ ４ は 室 外 空 気 と 熱 交 換 を
行 う 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 第 三 に 、 前 記 第 ３ モ ー ド で 運 転 さ れ る 過 程 は 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ま ず 、 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ 、 第 ２ 通 風 路 ３ ０ 、 第 ３ 通 風 路 ４ ０ 、 及 び 換 気 ダ ク ト ２ ３ ０
が 全 て 遮 断 さ れ た 後 、 前 記 空 気 調 和 器 １ ０ が 駆 動 さ れ る 。 室 内 を 暖 房 す る 過 程 は 前 記 第 １
モ ー ド の 逆 順 で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 前 記 圧 縮 器 １ １ で 高 温 高 圧 で 圧 縮 さ れ た 冷 媒 は 前 記 流 路 制 御 装 置 １ ２ に よ っ て 第 １ 熱 交
換 機 １ ３ に 案 内 さ れ 、 室 内 を 循 環 す る 空 気 へ の 熱 放 出 過 程 を 経 た 後 、 前 記 膨 張 装 置 １ ５ で
低 温 低 圧 で 膨 張 す る 。 前 記 低 温 低 圧 の 冷 媒 は 第 ２ 熱 交 換 機 １ ４ で 室 外 空 気 の 熱 を 吸 収 し た
後 、 再 び 前 記 圧 縮 器 １ １ に 吸 入 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 第 四 に 、 前 記 第 ４ モ ー ド で 運 転 さ れ る 過 程 は 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ま ず 、 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ 、 第 ２ 通 風 路 ３ ０ 、 第 ３ 通 風 路 ４ ０ の 開 閉 器 ２ ２ ， ３ ２ ， ４
２ が 全 て 開 か れ 、 前 記 換 気 ダ ク ト ２ ３ ０ が 遮 断 さ れ た 後 、 前 記 各 通 風 路 に 備 え ら れ た 送 風
フ ァ ン ２ １ ， ３ １ ， ４ １ が 稼 動 さ れ て 、 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ に は 室 外 か ら 流 入 し た 空 気 が
流 れ 、 前 記 第 ２ 通 風 路 ３ ０ と 第 ３ 通 風 路 ４ ０ に は 室 内 か ら 流 入 し た 空 気 が 流 れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 一 方 、 前 記 空 気 調 和 器 の 運 転 は 前 記 第 ３ モ ー ド の 場 合 と 同 様 に 行 わ れ る 。 但 し 、 前 記 第
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１ 熱 交 換 機 １ ３ は 第 １ 通 風 路 ２ ０ に 流 入 し て 、 室 内 に 吐 き 出 さ れ る 室 外 空 気 と 熱 交 換 を 行
い 、 前 記 第 ２ 熱 交 換 機 １ ４ は 第 ３ 通 風 路 ４ ０ に 流 入 す る 室 内 空 気 と 熱 交 換 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 室 外 か ら 流 入 し て 前 記 第 １ 通 風 路 ２ ０ を 流 れ る 室 外 空 気 は 前 記 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ で 前 記
第 ２ 通 風 路 ３ ０ に 沿 っ て 流 動 す る 室 内 空 気 の 熱 を 一 定 の 部 分 だ け 吸 収 し て 、 温 度 が 上 昇 す
る 。 前 記 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ か ら 吐 き 出 さ れ た 室 外 空 気 は 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０ を 通 過 し な が
ら 除 湿 さ れ た 後 、 前 記 第 １ 熱 交 換 機 １ ３ と の 熱 交 換 過 程 を 経 て 室 内 に 吐 き 出 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 そ し て 、 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０ に 吸 収 さ れ た 湿 気 は 、 前 記 除 湿 装 置 の 回 転 に よ っ て 、 前 記
第 ３ 通 風 路 ４ ０ を 介 し て 室 外 に 流 出 す る 室 内 空 気 に 放 出 さ れ る 。 前 記 除 湿 装 置 の 除 湿 過 程
は 上 述 し た と お り で あ る 。 但 し 、 前 記 第 ３ 通 風 路 ４ ０ に 沿 っ て 前 記 除 湿 装 置 に 流 入 す る 空
気 は 前 記 再 熱 器 ７ ０ ０ で 加 熱 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 前 記 第 ４ モ ー ド の 場 合 は 室 内 空 気 が 室 外 空 気 よ り も 高 温 で あ り 、 前 記 除 湿 過 程 が 不 必 要
な 場 合 が 殆 ど 多 い の で 、 除 湿 作 用 を 行 な わ な い よ う 前 記 除 湿 装 置 ６ ０ ０ を 停 止 さ せ 、 前 記
第 ３ 通 風 路 の 電 子 開 閉 器 ４ ２ を 閉 め て 、 室 内 空 気 を 前 記 第 ２ 通 風 路 ３ ０ を 介 し て の み 流 出
さ せ う る こ と は 勿 論 で あ る 。 こ の 際 、 前 記 第 ２ 熱 交 換 機 １ ４ は 室 外 空 気 と 熱 交 換 を 行 う 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 第 五 に 、 前 記 第 ５ モ ー ド で 運 転 さ れ る 過 程 は 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ま ず 、 前 記 第 ３ 送 風 フ ァ ン ４ １ が 停 止 さ れ 、 開 閉 器 ４ ２ が 閉 め ら れ 、 前 記 空 気 調 和 器 １
０ 、 除 湿 装 置 ６ ０ ０ 、 再 熱 器 ７ ０ ０ が 停 止 さ れ る 。 そ し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 送 風 フ ァ ン
２ １ ， ３ １ が 回 転 さ れ る と 共 に 、 換 気 ダ ク ト ２ ３ ０ に 備 え ら れ た ダ ン パ ー ２ ５ ０ が 前 記 第
１ 通 風 路 ２ ０ を 閉 鎖 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 し た が っ て 、 前 記 室 外 空 気 は 前 記 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ の 第 １ 流 路 部 ５ １ と 換 気 ダ ク ト ２ ３
０ を 経 て 室 内 空 間 に 流 入 し 、 前 記 室 内 空 気 は 前 記 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ の 第 ２ 流 路 部 ５ ２ を 経
て 室 外 に 吐 き 出 さ れ る 。 こ の 際 、 前 記 再 生 熱 交 換 機 ５ ０ で は 室 内 空 気 と 室 外 空 気 と の 熱 交
換 が 行 な わ れ て 一 定 の 部 分 だ け 熱 損 失 を 防 止 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 か か る 換 気 専 用 の 第 ５ モ ー ド は 前 記 第 １ 乃 至 第 ４ モ ー ド 中 に 実 施 さ れ う る だ け で な く 、
独 立 的 に も 実 施 さ れ う る こ と が 予 想 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 一 方 、 図 ７ は 本 発 明 に よ る 空 気 調 和 シ ス テ ム の ま た 他 の 一 実 施 形 態 を 示 す 構 成 図 で あ っ
て 、 上 述 し た 発 明 を 図 ７ の よ う に 構 成 で き る こ と は 自 明 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ １ ３ 】
【 図 １ 】 一 般 的 な 冷 暖 房 シ ス テ ム を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 空 気 調 和 シ ス テ ム を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 空 気 調 和 シ ス テ ム の 一 実 施 形 態 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 再 生 熱 交 換 機 の 一 実 施 形 態 を 示 す 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 除 湿 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ の 空 気 調 和 シ ス テ ム が 換 気 専 用 モ ー ド で 運 転 さ れ る と き の 空 気 の 流 動 状 態 を
示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 空 気 調 和 シ ス テ ム の 他 の 一 実 施 形 態 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ １ ４ 】
１ ０ … 空 気 調 和 器
１ １ … 圧 縮 器
１ ３ … 第 １ 熱 交 換 機
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１ ４ … 第 ２ 熱 交 換 機
１ ５ … 膨 張 装 置
２ ０ … 第 １ 通 風 路
２ ３ … 換 気 ダ ク ト
２ ５ … ダ ン パ ー
３ ０ … 第 ２ 通 風 路
４ ０ … 第 ３ 通 風 路
５ ０ … 再 生 熱 交 換 機
５ １ … 第 １ 流 路 部
５ ２ … 第 ２ 流 路 部
６ ０ ， ６ ０ ０ … 除 湿 装 置
７ ０ ０ … 再 熱 器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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